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【解答】2 
難易度★★（引っかけポイントが分かってしまえば簡単だけど…） 
どれも正しそうに見えて悩む問題です。 
しかし、よく考えると、予備免許を受けたということは、申請した工事設計通りに無線設備等の工事を行い、
そして本免許の検査に合格するための試験調整期間という位置づけですから、ここで工事設計を変更してしま
っては、本来予備免許から申請し直しという重大な話になります。そこで、工事設計を変更しようとするとき
は、予め総務大臣の許可を受けなければならない、と規定されています。 
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【解答】2 
難易度★★（覚える数字が多くてちょっと大変） 
選択肢 A は 5 年と規定されています。アマチュア無線経験者は、無線局免許状の有効期間が 5 年なので直ぐに
分かる問題です。 
選択肢 Bは、「目的を達成するために必要な期間」だとすると、達成できなければいつまでも有効ということに
なってしまいますから、「当該周波数の使用が可能な期間」が適合しています。これで正解は 2 と求まります。 
選択肢 C は、3 か月以上 6 か月と規定されていますが、無線局の種類ごとに異なるため、ちょっと覚えにくい
項目かもしれません。  
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【解答】4 
難易度★（簡単な問題です） 
選択肢 1・選択肢 2 のような定義は存在しません。 
選択肢 3 は、「無人方式の無線設備」の定義です。  
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【解答】3 
難易度★★（覚えておかないと難しい） 
選択肢 Bの「取扱者」が最も覚えやすい項目で、これで正解が 2 か 3 に絞られます。 
選択肢 C の規定値は覚えていないと解くことはできないでしょう。 
選択肢 A は、選択肢 3 のように規定されています。 
条文は次のようになっています。 

第二十一条の三 無線設備には、当該無線設備から発射される電波の強度(電界強度、磁界強度、電力束密度及び
磁束密度をいう。以下同じ。)が別表第二号の三の二に定める値を超える場所(人が通常、集合し、通行し、その
他出入りする場所に限る。)に取扱者のほか容易に出入りすることができないように、施設をしなければならな
い。ただし、次の各号に掲げる無線局の無線設備については、この限りではない。 
一 平均電力が二〇ミリワット以下の無線局の無線設備 
二 移動する無線局の無線設備 
三 地震、台風、洪水、津波、雪害、火災、暴動その他非常の事態が発生し、又は発生するおそれがある場合に
おいて、臨時に開設する無線局の無線設備 
四 前三号に掲げるもののほか、この規定を適用することが不合理であるものとして総務大臣が別に告示する無
線局の無線設備  
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【解答】3 
難易度★★（覚えておかないとちょっと難しい） 
この出題に関しては、元の条文には次のように規定されています。 

第十五条 周波数をその許容偏差内に維持するため、送信装置は、できる限り電源電圧又は負荷の変化によっ
て発振周波数に影響を与えないものでなければならない。 
２ 周波数をその許容偏差内に維持するため、発振回路の方式は、できる限り外囲の温度若しくは湿度の変化
によって影響を受けないものでなければならない。 
３ 移動局（移動するアマチユア局を含む。）の送信装置は、実際上起り得る振動又は衝撃によっても周波数を
その許容偏差内に維持するものでなければならない。 
第十六条 水晶発振回路に使用する水晶発振子は、周波数をその許容偏差内に維持するため、左の条件に適合
するものでなければならない。 
一 発振周波数が当該送信装置の水晶発振回路により又はこれと同一の条件の回路によりあらかじめ試験を行
って決定されているものであること。 
二 恒温槽を有する場合は、恒温槽は水晶発振子の温度係数に応じてその温度変化の許容値を正確に維持する
ものであること。 
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【解答】1 
難易度★（定番問題。確実に正答したい） 
主任無線従事者は、選任後 6 か月以内に講習を受講させる必要があり、その後 5 年毎に再講習を受けさせま
す。 
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【解答】2 
難易度★（定番問題、確実に正答したい） 
電波法 53・54 条は、次のような内容です。 

第五十三条 無線局を運用する場合においては、無線設備の設置場所、識別信号、電波の型式及び周波数は、そ
の無線局の免許状又は第二十七条の二十二第一項の登録状（次条第一号及び第百三条の二第四項第二号において
「免許状等」という。）に記載されたところによらなければならない。ただし、遭難通信については、この限りで
ない。 
第五十四条 無線局を運用する場合においては、空中線電力は、次の各号の定めるところによらなければならな
い。ただし、遭難通信については、この限りでない。 
一 免許状等に記載されたものの範囲内であること。 
二 通信を行うため必要最小のものであること。 
別の言い方をすると、遭難通信の場合は、無線設備の設置場所、識別信号、電波の形式及び周波数、そして空中
線電力でさえも免許状等に記載された範囲を超えて運用することができます。 
混信に関する規定は「遭難通信、緊急通信、安全通信及び非常通信」です。うろ覚えだと間違いやすい部分です。 
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【解答】1 
難易度★（絶対正解しなければいけない問題） 
これは絶対に正解できないとまずい問題です。アマチュア無線技士の無線従事者免許証などにも必ず書いてあり
ます。 
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【解答】3 
難易度★★（ポイントを押さえておけば簡単だけど知らなければ解けない） 
Cについては、2 年と規定されています。また、Bについては 10 日です。 
以上より正答は 3 と求まりますが、A は「その業務に従事することを停止」とされています。 
色々な数値が出てきて覚えにくいのですが、無線従事者免許証は 10 日、取り消しは 2 年与えないことがある、
そして効力を失った無線局免許状の返納は 30 日、この辺りはまず押さえておきましょう。 
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【解答】4 
難易度★（簡単） 
技術基準に適合していないのが問題ですから、技術基準に適合するように修理などを行うよう命じます。 
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【解答】4 
難易度★（定番問題） 
定番問題です。電波の質は、「周波数の偏差及び幅、高調波の強度等」と規定されています。 
電波の質が省令に適合していない無線局を認めた場合、総務大臣は臨時に電波の発射の停止を命じ、その無線
局から電波の質が適合するよう修理等を行った結果適合するに至ったという申し出を受けた場合、電波を試験
的に発射させ、電波の質の適合を確認した場合は直ちに電波の発射の停止を解除します。  
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【解答】1 
難易度★（定番問題） 
無線従事者の選任・解任共に、遅滞なく届け出です。 
 


